
教 育 体 系

一 部 抜 粋



目 次

Ⅰ スキル

スキル体系 (HS BS SS)

スキルレベル

Ⅱ 研修

基本的な考え方

※下記詳細は別途記載

Ⅱ 研修

（２）研修種別

（３）研修体系

（４）研修一覧



（２）スキル体系（ＨＳ：ヒューマンスキル、ＢＳ：ビジネススキル
プロ意識

 お客様の要求に、何

としても応えようとす

る気持ちと、飽くこと

のない専門性の追求

愛社精神

 自分が所属する組織

や仲間を大切に思い、

役に立ちたいと願う気

持

挑戦

 困難や限界への挑

戦、ブレークスルー

健全

高い倫理観を持ち、社

会に役に立つサービス

を提供し、必要とされ

る企業であり続ける

共に

『自分たちだけ』では

なく、関係するすべて

の人や企業と、『共に

…』の精神を持つ

仕事の遂行に必要となる基礎スキル

B-11 企画力 アイデアや発想を目的達成へ向けて、具体的、論理的に検討し纏め上げる能力 ◎ ◎

B-10 創造力 新しい価値を生み出す力 ◎ ○

B-09 解決力（課題・問題） 問題や課題を的確に把握し、適切なプロセスで正しく解決する能力 ◎

B-07 課題発見力 現状を分析し目的や課題を明らかにする力 ◎

B-14 情況把握力 自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力 ◎ ◎

B-01 働きかけ力 他者への働きかけや影響力 ◎ ◎ 〇 ◎

B-03 リーダーシップ（推進）力 自他を力強く目的へ向けて導く能力の総体 ◎ ◎

B-02 実行力 目的を設定し結果を出す実行力 ◎ 〇 ◎

B-06 マネージメント力 経営資源を活用して目標達成へ効果的に導く能力 ◎ ○ ◎

B-08 計画力 課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備する力 ◎

B-04 育成力 対象者の能力を最大限に成長させる能力、教えるだけではない ◎ ○ ◎

B-19 コミュニケーション能力 自分以外の対象者と意思の疎通をはかる（双方向のおもいを理解する）能力 ◎

B-12 発信力 自分の意見をわかりやすく伝える力 ◎ 〇 ◎

B-13 傾聴力 相手の意見を丁寧に聴く力 ◎ ◎

B-05 折衝・交渉力 合意がない事象を、関係者の円満な中で、合意を形成する能力 ◎ ◎ ◎

B-16 文書作成力 ビジネス上の文書を論理的に、簡潔に、わかり易く作成する能力（語彙力、文章力、表現力） 〇 ◎

B-18 プレゼンテーション 必要な人に必要な情報を正しくわかり易く表現し伝達する能力 ◎

B-17 情報活用力 情報を使いこなす能力（創造し発信し、取捨選択し分析し、活かす） 〇 ◎

B-15 ＩＴ活用力 基本的なＩＴの活用能力 〇 ◎

B-20 ストレスコントロール力 ストレスの発生源に対応する力 ◎ 〇 ◎ ◎

B-23 業務知識 業務推進上必要になる基本的な知識全般 〇

B-22 教養 社会人として必要な知識、身に付けておくべき常識等 〇

B-21 語学 英会話（英検、ＴＯＥＩＣ） 〇

行動や考え方の本となる特性要素

H-01 主体性 自ら進んで動く主体性 ◎ 〇 ◎

H-02 自主性 自分のなすべき事を指示されずに実行する力、判断の度量 ◎ ○ ◎

H-03 積極性 仕事や人間関係に対する自発的行動と活発度 ◎ ○ ◎

H-04 闘争心 困難や苦境に立ち向かい克服しようとする意欲、気持ち ◎ ◎

H-13 瞬発力 苦境等を瞬時に跳ね返す能力、瞬間的に発揮できる最大能力 〇 ○

H-10 責任感 与えられた役割を全うし、使命を果たそうとする気持ち ◎ 〇 〇 ◎ 〇 ◎

H-11 忍耐力 安易に妥協しない、諦めない、粘り強さ 〇 〇 〇 ◎ ◎

H-12 持久力 長い期間一定の能力を継続できる力 〇 ○

H-06 好奇心 分からないこと知らないことに関心を持ち、興味を感じる感性 〇 〇 ◎ ◎

H-05 向上心 今以上の自分になりたいという気持ちと、それを実践する力 〇 ◎ 〇 ◎

H-07 探求心 更にその先を知りたいと願い追及する気持ち 〇 ◎ ◎ 〇 ◎

H-08 大胆さ 不確実な状況や思慮が不十分な場合でも、思い切って行動できる性向 ◎ ◎

H-09 慎重さ 状況をつぶさに把握し、深く思慮してから行動に移す性向 〇 ◎

H-14 精神的強度 窮する際の精神的強さ 〇 ○ ○ ○

H-15 謙虚さ 支えて貰っているという感謝の気持ち ◎ ◎ ◎ ○ ○

H-16 素直さ 他人の指導やアドバイスをまず肯定的にとらえて実行する愚直さと、その結果を客観的に評価し取捨選択する賢さ 〇 ◎ ◎ ○ ○ ○

H-17 連帯意識 喜びや楽しさ共有することに幸せを感じる ◎ ◎ ◎

H-18 連帯意識（共感） 他者の喜びを自分の喜びとする ◎ ◎ ○ ◎

H-19 規律性 社会のルールや人との約束を守る力 ◎ 〇 ○ ○

H-20 柔軟性 意見の違いや立場の違いを理解する力 ◎ ○

H-21 協調性 目標へ向け、立場の違いを超えて話し合い、共同作業ができる力 〇 ○

H-22 気配り 他者へ関心を持って様々な事を敏感に感じ取り、対応できる力 〇 ◎

　３：ヒューマンスキル

ビジネスマンとして infom ex社員として

社会人基礎力

 職場や地域社会で多様な人々と仕事を

していくために必要な基礎的な力

前に踏み

出す力
考え抜く力

チームで

働く力
自立・自律・矜持 忠誠・帰属 成長・変革 倫理観・手段 共感・共創・共生

　２：ビジネススキル

分類

定義要素コ ード

求める人材像

スキル要素

２．スキル

要素 スキル詳細

要素 スキル詳細



（３）スキル体系（ＳＳ：専門スキル）

到達
目標

上級専門家レベル（指導ができる）
小規模組織管理者

部門を代表する専門家
部門管理、部門経営者
会社を代表する専門家

経営層
社外に影響できる専門家

最低限
取得すべき

資格等
基本情報 応用情報

システムアーキテクト
データベーススペシャリスト
ネットワークスペシャリスト
ITサービスマネージャ
エンベデッドシステムスペシャリスト
情報セキュリティスペシャリスト

プロジェクトマネージャ
システム監査技術者
ITストラテジスト

microsoft
oracle
cisco
uml
linux
java

MCSA
ORACLE MASTER Silver
CCDA
UMTP L2／OCU-P
Intermediate
LPIC-2
OCJP Gold

MCSE
ORACLE MASTER Gold
CCDP
UMTP L3／OCU-P
Advanced
LPIC-3
OCJP WC等

MCSD
ORACLE MASTER Platinum
CCDE
UMTP L4
－
OCJ-D,EA等

PMP
ITコーディネータ
中小企業診断士

MBA

専門スキル
技術

システム開発 システム設計 システム分析（要件定義） システム企画 システム戦略

IT基礎
オブジェクト指向（ＵＭＬ）
プログラミング

システム基盤
ネットワーク
データベース
情報セキュリティ

要素技術
最新技術動向
製品知識
PM基礎

PM手法
PM実務

ITコンサルティング

3年までに担当レベルへ（指導が必要）
5年までに中堅レベルへ（任せられる）

２．スキル



レベル 基本定義 目安 教育・研修

レベル７
業界をリード 熟練３

レベル６
業界に貢献 熟練２

レベル５
社内に貢献 熟練１

レベル４
組織内リード 応用（＝内部講師）

レベル３
単独業務遂行 実践

レベル２
一部指導下 基礎

レベル１
ほぼ指導要 入門

市
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響
力

社
内
へ
の
影
響
力

市
場
で
の
認
知

社
内
で
の
認
知

指
導
が
で
き
る

独
力
で
業
務
遂
行
で
き
る

一
部

独
力
で

で
き
る

指
導
が

必
要

ＩＴＳＳ準拠
（３）スキルレベル

２．スキル



３．研修

必要となる『スキル要素』とその『ゴール』を、『グレードごと』に設定した、

グレード別研修体系とする。

※研修体系・種別等詳細は別途記載

等級グレードⅠ グレードⅩ

ＨＳ
（ヒューマンスキル）

ＢＳ
（ビジネススキル）

ＳＳ
（専門スキル）

・・・

スキル

項目ＨＳ１ 項目ＨＳｎ

項目ＢＳ１ 項目ＢＳｎ

項目ＳＳ１ 項目ＳＳｎ

・・・

・・・

・・・

（１）基本的な考え方


